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ギリシャ語で「金色の」を意味 

する「クリソ」と、「ネギ」 を 

意味する「プラソン」から、鉱 

物名がつけられた。 

クリソプレースは、 

蛇紋岩などの変成岩 

中に細い脈として産 

出する。 

クリソプレース・ 

太陽光にさらされると、色があせて 

しまうため、宝石としての価値は限 

定される。また、翠緑色のものは、 

ひすいに間違われることがある。 

て舞iォY、○舞えAう七 

質の良いものは、力ボション・ 

カットされたり、力メオやビーズ 

玉への加工に用いられている。 

オーストラリアのクイン 

ズランド州で産出したク 

リソプレース。ニッケル 

化合物の不純物を含有し 

ているため、緑色をして 

いる。 

ハンマーなどでたたく 

と貝殻状の断口があら 

われ、素焼きの陶板に 

こすりつけると白色の 

条痕が残る。 
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細かい石英の粒の集まり 

クリソプレースは、玉髄質の石英で、ニッケ 

ルを含有しているのが特徴。石英のなかまは、 

結晶が発達してその形があらわれているものと、 

クリソプレースのように顕微鏡を使用しなけれ 

ばわからないほど細かい粒の集まりでできてい 

るものに大きく分けることができ、後者は「潜 

晶質」 といわれている。 

トクリソプレースの塊。 
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コロイド懸濁物 

クリソプレースには、不純物としてファルコンドアイト、カルピ 

ンスカイト、ヌポア石、ペコラアイト、ウィレムサイトなど、ニッ 

ケルを含有するケイ酸塩鉱物が含 

まれていることがある。これらの 

鉱物は、微細な粒子となって、ク 

リソプレース全体に均一に広がっ 

ている。このようなものを「コロ 

イド懸濁物」という。 

主な産地 
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▲コロイド懸濁物が一部に見られる。 

口シア 

ウラル地方などで見つ 

かっている。 

オーストラリァ圏 
クインズランド州で産 

出する。 

アメリ力昌 
力リフォルニア州 

などで採れる。 

ニュージーランド圏 

、 

▲クリソプレースでつくられたカメオのブローチ。 

=‘、 

A 斑入りのクリソプレース。 

インド産。 


